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１ 鹿角地区 【水土里ネット鹿角支部】Ｈ24年度「特別賞」

農業体験活動、農業水利施設見学

活 動 体 制

実 施 主 体 水土里ネット鹿角支部

後 援 ・ 連 携 鹿角市内小学校、かづの土地改良区、鹿角地域振興局

実 施 期 間 ５月～10月

参 加 者 農業体験（田植え・稲刈り）96名、頭首工施設見学（１校）５名

報 道 関 連 秋田県のＨＰ（美の国あきた）

活 動 実 施 年 数 10年目（Ｈ15年～）

連 絡 先 〒018-5201 鹿角市花輪字荒田4-1 かづの土地改良区 TEL．0186-23-3762

そ の 他

【活動内容に対する自己評価】 水土里ネット鹿角支部（根本由紀子）

○活動の目標及び達成率 目 標 小学校の総合学習等に積極的に参加し、農業体験等を通して農業農村の重要性や水土
里ネットの役割をＰＲする。

達成率 60％

○活動に対する評価 ・前年度に比べ計画的に活動することができず、施設見学の対象小学校が減り、参加者数も
大幅に少なくなってしまい残念。
・すべての運動で関係機関と連携し、協力を得ながら活動することができた。今後も更なる
体制強化を図り活動を推進していきたい。

判定基準
自己判定（達成度）

判定基準
自己判定（達成度）

判定 評価等 判定 評価等

１．取組体制について ④運動のＰＲ Ｂ 改良区広報に、事業内容を掲
載しPRしている（年２回）

①役職員・組合員の参加 Ｂ 役職員一体で取り組んでいる ４．運動の成果

②後継者育成の工夫 Ａ
地域毎にパンフレットや施設
マップを作成し小学生へ説明
している

①他組織との連携構築 Ｂ
関係機関である鹿角地域振興
局と連携し協力を得ながら活
動している

２．活動の意味性について ②地域住民等の理解 Ｃ
小学生を対象とした活動をし
ていますが、最近「学校のパ
ソコンの授業で水土里ネット
（土地改良区）をもっと詳し
く調べたよ！」と嬉しい声が
聞こえてきました。子供達を
通して、家族や地域住民にも
農業に対しての関心が今以上
に高められるよう運動を継続
していきたい

①基本理念の設定 Ｂ 地域環境に合う内容で活動し
ている ③施設管理・地域資源の保全強化 Ｃ

②地域の歴史等の伝承 Ｂ
施設等が造られた経緯や必要
性をパンフレットにまとめP
Rをしている

④運動の地域づくりへの関わり Ｃ

③運動の先駆性 Ｃ 型にはまった活動となってき
ているので、今後検討が必要 ⑤農地･水･環境保全向上対策への貢献 Ｃ

３．運動の継続性・発展性 ⑥地域農業振興への貢献 Ｃ

①運動の継続性 Ａ 学校側の協力を得ながら継続
していきたい ５．今後の課題等について

・未来の農業を担う子供達が、農業で必要な地域農業施設
や水の大切さについて関心を高める活動にしたい。②運動の発展・拡大 Ａ

当初、支部主催であった「大
根堀」が、現在は支部活動が
きっかけとなり保育園独自の
農業体験・食育の場となり、
活動が発展した

③運動の計画性 Ｂ
鹿角管内全ての小学校を対象
として活動出来るよう更なる
取り組みが必要

（自己判定）Ａ：大いに達成している Ｂ：達成している Ｃ：少しは達成している Ｄ：達成していない Ｅ：その他

� 十和田小学校、八幡平小学校の体験学習で実施している「田植え・稲刈り」に参加。
①田植え体験学習
学習田へ出発する前に、学校内で自作のパンフレットと地域農業施設マップを使って、施設の位置や施設
の重要性、水の大切さを知ってもらうため、説明をしました。その後学習田に行き、田植え作業の説明やコ
ツなどを聞いた後、田植枠で付けた目印に手植えの挑戦をしました。あちらこちらで子供達の歓声が上がり、
楽しそうに体験をしていました。
②稲刈り体験学習

十和田小学校では、コンバインを使って稲刈りを体験しました。恐る恐るハンドルを握り、真剣な表情で
運転している姿が印象的でした。
八幡平小学校の体験学習で田植えしたお米が立派に稔り、10月10日に稲刈りが行われました。慣れない手つ
きで稲刈り鎌を持ち、大変な作業に耐えながらも、最後は「はさ掛」を行い、楽しい秋の１日になりました。

③大収穫祭
11月に収穫感謝祭が行われ、田植えや稲刈りを手伝った保護者や地域の人達に招待状が届きました。今年

は、収穫したお米で「だまっこ」を作りました。各班毎に、だまっこの形を工夫し味付けにも班のこだわり
が見られました。最後に子供達全員から感謝の言葉と歌をプレゼントしてもらい、新米をおいしく味わって
きました。

� 頭首工施設見学
頭首工施設見学は、市内の小学４年生を対象に花輪大堰頭首工の機能や役割、また水がどの様に利用されて
いるかを自作パンフレットを使って説明をしました。担当者の説明に興味津々で、みんな一生懸命メモをとっ
ていました。
今後も学校の総合学習の時間や行事などを活用させてもらい、農業や農村に触れる機会を提供するために地区活
動組織、関係機関と連携しながら、施設の見学会や出前授業等を継続していきたいと考えています。




